
特集省エネルギー

レオンチェフ型産業構造モデルにおける

エネルギー計算の手法について

永井純一

1. Iましカf き

日本経済の将来予測を行なう場合には，産業構

造，エネルギー，物価等の重要な要因を極力考慮

に入れつつ，問題を検討するのが望ましいといえ

よう.本稿は，このような目的を持って日本開発

銀行において開発したMUSESモデル(注1)に関す

る 1 つの改良法一一投入係数および最終需要コン

パーターの計算手法に関連する改良法一ーを主題

としている. MUSES モデ、ルで使用するこれらの

係数は， レオンチェフ型の産業連関分析には共通

な概念に拠るものであるから，本稿で展開する論

点は，このような産業連関モデルを取り扱おうと

する立場にとって，共通の問題といえよう.

2. MUSES宅デルの概要

本稿の主題に入るに先立つて，簡単にMUSES

モデルの概要に触れることにする.

恥1USES モデルは， RECRAS， LPおよびRGの

3 つのサブモデルで構成されていて(図 1 参照)，

産業構造モデルとしての特徴は次の通りである.

① RECRAS モテールは，基準時点、と比較時点と

の聞で観測される代替変化および加工度変化の

ほかに，エネルギーの節約や機械化の進展のよ

うな外部情報を取り入れて将来の投入係数およ
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び最終需要コンパーターを推計することができ

る.

② LP モデルは， レオンチェフ型の産業連関モ

デルを線形計画法モデルとしたもので，たとえ

ば，エネルギー供給量の制約下で GNP を最大

化する，または， GNP規模を所与としてエネル

ギー必要量を最小化する等，何らかの目的に照

らして最適な産業構造を単一の目標年度につい

て求めることができる .LPモデルの投入係数お

よび最終需要コンバーターは， RECRAS モデ

ルで、計算した結果を使用する.

③ LP モデ、ルには，原子力発電やLNG等に対応

した 18箇の代替手段を設けている.これによっ

て代替燃料の選択的使用が許され次エネル

ギー源、別に資源量制約を置いた LP 計算が可能

となっている.

④ RGモデルは， LPモデルの解をデータとし，非

線形の計算を処理するためにおかれている.賃

金等付加価値を構成する要素費用項目の価格変

化率，生産性の変化率F'ルベースの輸入品物

価変動率，海外貿易市場の規模等に関する将来

にわたる予想値も RGモデルの入力とする. RG 

モデルでは， LPモデルで計算された産業構造に

対応した物価水準と為替レートを予測し，さら

に物価変動による最終需要の構造変化を計算し

(注 1 ) 日本開発銀行設備投資研究所「将来におけるわ

が国の産業構造とエネルギー需給」
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ている.

⑤ RGモデルで、求めた最終需要構造は， LPモデ

ルの前提と相違するのが通常であるから， RG 

モデルからの情報を LP モデルにフィードパ y

クし，この手順を数回繰り返すこととなる.

以上が， MUSES モデルの特徴であって，

MUSES モデルによって，将来の産業構造，それ

と対応したエネルギーやその他の物量の需給バラ

ンス，為替レート，物価水準，最終需要の構造変

化等を相互に斉合性を保ちつつ求めることができ

る.

3. 産業構造毛デルによるエネルギー量

の計算に関する問題点と対策

(1) 問題点

モテ守ル計算によって，今後の日本経済の進路を

ある程度長期的に予測する，あるいは長期的な目

標値を描こうと試みる場合，石油を中心とするエ

ネルギー資源の入手量，代替エネルギーの可能な

開発量，エネルギ一価格の将来動向等の要因が(他

の要因とともに)有効に計算結果に反映するよう

なモデルであることが必要であり，したがって，

使用するモデルには，エネルギーや物量の計算精

度の高いことが要求される.

MUSES モデルの投入係数および最終需要コン

ミーターは， RECRAS モデルで推計したもので

あるが，エネルギーや物量の計算精度の観点から，

次の問題が指摘され，これらは，通常のレオンチ

ェフ型の産業構造モデル全般に共通した問題とい

えよう.

① 分析に適した産業の部門統合方法を選択する

必要がある.従来，一般に採用されてきた産業

部門分類は，エネルギーの計算精度の重視，あ

るいは，将来より重要となると考えられる産業

部門の重視という観点から，再検討する必要が

あろう.
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② 産業連関表の原データは，作成上の技術的制

約から，価格評価の方法として，統一価格のみ

に拠れず実際価格評価(注2) も併用して作成され

ているため，物量ーやエネルギー量の計算精度に

好ましくない影響を及ぼしている.

(2) 問題点に対する 1 つの解決策

i. 産業部門分類

表 l は，今後MUSES モデルを改良するに当っ

て採用する予定の産業部門分類を，企画庁60部門

分類(注3 )と対照して示している.表 l の産業部門

分類の特徴は次の諸点である.

① エネルギー部門の重視

行部門において，4r木炭・薪J を5f林業J から

独立させ，石炭は n国産原料炭j -12 r :iJli:炭 j に

細分されている. 13 r国産原油j ， 14 r輸入原油j ，

15r天然ガス J をそれぞれ独立させている.また，

石油製品は， 39 r ガソリン j ， -47 rその他の石油

製品J に分類されている.このようにエネルギー

に関連する部門はできるだけ独立させて，計算精

度の向上をはかった.

② 知識集約産業を重視するため，化学工業およ

び機械工業に関する分類を細かくした.

③ 商業およびサービス業は，将来にかけて重要

性を増すことが予想されるので，分類を細かく

した.

④ 行の部門数は極力増やし内生部門数を 110 と

(注 2 )実際価格評価は，実際の部門間の取引価格で評

価して現実の取引金額から原データを作成する方法で

あり，同一の品目でも，それが投入される産業部門ご

とに異なった単価で評価されることがしばしばある.

対して，統一価格評価は，同一品目の財貨については，

実際取引価格のいかんを問わず，統一的な価格で評価

し原データを作成する評価法で，技術上の制約がなけ

れば，産業連関表のデータは，統一価格評価によって

作成されていることが望ましい.

(注 3 )たとえば， r計量委員会第 4 次報告」昭和48年 7

月に採用されている.
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した.電子計算機の容量による制約から，列の

部門数は60に統合した.

ii.昭和何年物量衰データの使用

昭和50年価格によるデフレーターが未発表であ

るために，現在では，昭和45年価格をベースとし

て，投入係数を予測することとなる.前記したよ

うに，産業連関表のデータの作成に際し，価格評

価の仕方として実際価格と統一価格が併用されて

いるという問題があるので，そのような原データ

から出発して推計した投入係数ならびに最終需要

コンバーターを産業構造モデルで使用して求めた

産業連関表から物量ないしエネルギー量を計算す

る場合には，物量表のデータから求めた行品目別

かつ列部門別の原単位(物量またはエネルギー量/

取引金額)を使用して換算し，また国産原油およ

1980 年 6 月号

表 1 産業連関表部門分類(その 2)
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311石炭製品

び輸入原油のように価格評価の相違する品目は独

立させた行分類をとった.これによって，原デー

タが統一価格に必ずしも拠っていないという問題

は，主要品目については解決が可能である.

iii.投入係数の予測手順

将来の投入係数を予測する作業は，図 2 に概略

を示した.

原データとして，昭和45年産業連関表基本表，

昭和初年物量表，昭和48年とラO年に関する延長表

基本表およびデフレーター表を使用した.これら

の基本表のデータを表 l の産業分類によって 110

x60部門に統合しかっ昭和初年価格による実質額

表示に改めて，昭和45年， 48年および50年の産業

連関表および投入係数を計算することができる.

この過程が図 2 の④@に示されている.図におい
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表 1 産業遠宮署表部門分類{その 3 ) 

371一般機械

381電気機械

て， r S48年/45産業連関表J とは，昭和初年価格

表示による昭和48年の産業連関表を意味する.以

下，このような記法を捷用する.国 2 の⑨tこ示す

ように，産業逮欝表の碕和および行和を求め，そ

れぞれ rcJj， fDIj データと呼ぶ. CJ データは

内生部門の生産額による行ベクトル， DIデータは

各行部門の中間需要額と付加価値額による列ベク

トルで、ある.

まず基準年を昭和45年，比較年を昭和信年とし，

f S45年/45投入係数表①j ， fS48年/45CJCID J 

および f S48年/45DI@j をデ{タとして，昭和

45-48年における代替変化乗数と加工霊変化乗数

fRo(I) , So (J)@j を求める.この計算内容は，

通常のRAS訟の第l 段階でこれらの乗数を求める

手法と同一で、ある.この際 r S48年/45投入係数

35事 (22)

表 1 産業連環表部門分類{その 4)
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表④」も計算されるが，その内容は，実績のデー

タである r S48年/45投入係数表⑥」とは相違し

ており，以後の計算では， <í訟の実績を使用する.

次tこ愈と rS50年/45CJCVJ および rS50塁手/

45DI@J をデータとして，昭和48-50年における

代替変化策数と加工度変化策数 fR1 (I) ， Sl (J)⑩」

を求める.

誌と持様に， r S50年/45投入係数表昏j が求め

られるがこれは実績と椅迷しているから，以後の

計算には r S50年/45.投入係数表⑮」を使用す

る.

以上の計算から，第 1 次石油ショッグ以前 (S

45-48) と，以後( S48-50) における代替変化と

加工度変化が求められるが，その内容は表 2 に示

す通りである.
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75 年手日昭年51 干日sg 昭和 50 年

昭和50年延長表基本表

向上ヂつレーター表

昭和 48 年

昭和48年延長表基本表

向上干7 レーター表
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計算時点

INPUT DATA 

「ーーーーーーー-..，ーーーーーーーーーづ

5昨/45 i 575年/45
4 トー圃酔・ー・・・ー・司吋 l 

j 投入係数 投入係数表 i I 
i ⑬ 
L_ーーーーーーー_J しーーーーーーーーーJ

③産業連関表(昭和45年価格)

CJ…内生部門の生産額による

行ベクト Jレ

D!'・・各行部門の中間需要計に

よる列ベクト/レおよぴ付

加価値額

⑨投入係数(昭和45年価格)

3
g
h
明
向
山
辺
叩

「548年/45-~1寸
!投入係数表比一|
i として⑥と!伊11
!は異なるもけ
i 内が計算さ lしJ

LM ④」巴l
CJ ② 

6代替変化乗数R(I) および

加工度変化乗数S(J) の計算

と投入係数の予測計算

代替変化乗数九(1)の
要素の一部を，省エネル
ギ一等に関する外部情報
によって修正 L ， R,(Il 
とする

545年一 575年における各年の投入係数が予測きれるが，予測結果の投入係数， 545年実績の生産額列ベク f Iレ，およぴ 545年物量表の原単位から，

545年と生産額の構造(産業構造)が同じであったと仮定した場合に，各行部門の製品に対する中間需要が各年について幾らになるかを計算 L. 投入係

数の意味する省エネノレ￥一等の程度を行部門別に計算する

③予測された投入係数に関する

省エネルギ一等の程度の計算(
M
U
)
ω
四
回

〆
B
P

、
、
‘

.. 
投入係数(または最終需要コンパーター)の予測計算作業の内容図 2 © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



表 2 において，行No.および列No.は表1 の産業

部門No.に対応している.

昭和信-48年は圏内炭出炭規模の縮小と，石炭

→石油への転換が進行していた時期であり，行

No.7 r国産原料炭j ， 9 r一般炭j -12 r亜炭」の

代替変化乗数はいずれも 1 を下回っている.第 1

次石油ショッグ後では，これらの行に関する代替

変化乗数はより大きくなり，石油価格の上昇によ

る石炭需要の持ち直しを示している.行13 r国産

原油j，行 14 r輸入原油j，行15 r天然ガス」に限

を転じよう.石油ショック以前では行14 r輸入原

油J の代替変化乗数が l 以上であったが，石油シ

ョック以後では 1 以下となり，石油節約の傾向を

示している.行 13の代替変化乗数は石油ショック

後は l に近づき， r国産原油」が重視されている.

環境対策としての重要性から， 1ラ「天然ガス」の

代替変化乗数は石油ショック以後において1. 38 と

大きい値を示している.

石油製品は行39 r ガソりンj -47 rその他の石

油製品」に分れている .44 iA重油」および4Hそ

の他の石油製品j を除き，石油ショック以後は代

替変化乗数が l 以下の値をとり石油節約の効果を

表わしている. rA重油」の代替変化乗数が 1 以上

であったことは，ピル暖房用等に使用する重油を

低硫黄化する必要から， A重油需要が減少しなか

ったことによるものと解することができる.これ

らの石油製品のほとんどの品目にわたって，代替

変化乗数は，石油ショック以前より以後のほうが

より小さい値をとっている.

機械工業に属する行部門は， 61 r原動機・ボイ

ラー j -78 rカメラ・時計J に分類されている.

これらの部門について石油ショック以前と以後に

おける代替変化乗数の動きを検討すると， 61 r原

動機・ボイラー」等産業関連の機械部門では石油

ショック以後のほうがより小さな代替変化乗数と

なって，設備投資の停滞を反映している.これに

対して65 r民生用機械」等民生関連の機械部門で

は，石油ショック以後のほうが大きな代替変化乗

360 (24) 

数になっている.行86 r電力」と 87 r都市ガス」

の代替変化乗数は石油ショック後も 1 以上の値を

とっている.また，サービス業は行 100 r教育研究

機関j -109 r対家計サービス j に分れているが，

これらのうち大部分の部門において代替変化乗数

は石油ショッグ以後のほうがより大きくなり，内

生部門におけるサーピス需要の相対的増加傾向を

示している.

以上は，石油ショック以前と以後における代替

変化乗数の動きを代表的な産業部門について述べ

たものである.図 2 の作業に当り，昭和48年およ

び50年のデータは延長表から計算したものである

が，このような作業結果から考察する限り，デー

タとしての信頼性はあるものといえよう.

さて，図 2 の作業にもどろう.次の手順は，

RECRAS計算の第 2 段階である. i S50年/45投

入係数表⑪」から出発し，代替変化乗数としては，

S48-50年の間で観測されたR1 (I) をそのまま使

用するのではなく，その要素の一部をより現実に

則すると思われる値に変更したR2 (I) を代替変化

乗数として使用し r S51年/45投入係数⑬J を計

算する.これを 1 年ずつ繰り返し r S75年/45投

入係数」を推測計算した結果を表 3 および表 4 に

取りまとめである.

将来の昭和T年について推計された投入係数を

Aザベ昭和45年の列部門の生産額を XJOとすると

き，表 3 の各列は， 1:: A ,,/Tl. Xl を示している.

すなわち，各列部門の生産額の規模を昭和45年の

ままに固定し，投入係数のみは各年について推計

したものを使用して計算した中間需要金額行列の

行和であって，そのようにして計算した中間需要

額(単位百万円)である.各列部門の生産額の規模

は昭和45年の実績のままであるから，産業の規模

および産業構造は昭和45年のままに一定である.

行部門 1 r一般作物J についてみると，昭和45年の

中間需要額は2兆8， 797億円で，以後年が経過する

につれ漸減し大きな変化はないが，これは前記し

た仮定にもとづき経済規模が一定に保たれている
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表 2 代替変化乗数R(I)および加工度変化策数S(J) の計算結集
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ためである.漸減するのは「一般作物J に対する

中間欝婆が年を追って節約される形の投入係教に

なっていることを物語っている.表 3 その 2 は途

中の年次を省略し，昭和66-75年について計算結

果を示している. RECRAS計算の第 2 段轄では，

代替変化乗数 R(I) の要素のうち，外生的に指定

した要素の{遣は指定値そのものを取り，指定しな

かった R(むの婆索および加工蜜変化乗数民主の

各要素の値は，昭和48-50年の聞で観測された代

替変化乗数および加工重変化策数の銭に最も近く

なるよう(偏主義の自乗和が最小化されるよう)な

最適化計算によって決定される.表 3 その 2 にお

いて，行 1 r一般作物」の中間需要額含みると，

昭和66年以降では瀬増綴向に転じているが，これ

は，この部門の代替変化乗数を外生的に与え践し

たことによるものではなく，議題した最適化調整

1980 年 6 }寺号

計算の結果にもとづくものである.

表 3 の各行部門のうち，次の各部門に鵠ずる数

値は中間需要が金額でなく物量に挽りされて表現

されている.

行 7 -11 (単位:トン)

行13， 14 (単佼: kl) 

行39.....46 (単佼: kl) 

有48， 53 (単位:トン)

行86 単位:千kWh)

行87 単位:千M8)

昭和初年物量表から計算した(取引金額/物量)

の係数を Bt/ で表わすと，これは ， i I泊目の財で，

産業部門j に投入されたものの単仙台あ~~)て，産

業連欝表が突諜鰭務評継にもと.-)!、三作成されて

いるため，この単価は j ごとに呉ん て l 、る.上

記に掲げたtÏについては，炎3の数: f~J.~主乙 (A.，/T).
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表 3 中間需要(物量または金額表示)その 1

., 4 • 今7 48 .ヲ ;0 ;1 52 53 5'‘ 
~I '・55Fv3e・h9・」8L..5 d5， b匂374‘‘ 45b05..‘ 263b4‘oldo -sa-.8 ab5L2l9 S毎 1.0 之 52313704b9.4 2548令32.1 25‘ 3738669365L.9 5 24525983799。2-.E9 -ZEa・E4-E9TlI63.8 25E3E9E7 O令.'‘

18.8 45'.8 511748.0 489216.8 2.1 ‘ 88.2 
3 128&125.4 1272001.4 1257551.2 1241170. ラ 12今7803.5 1之40981.3 1259189.2 1270101.1 1283957.3 1298381.4 
4 7279.. 5952. � '+�8..4 ¥&50.3 4218.5 .1+832.6 5039.3 525.'.3 5500.7 5701.9 
5 15今 .5&0.8 1536846.& 1526722.0 1523594. 与 146~、 213.8 13.944.. 。 133.306.1 128今542.5 125'‘818.8 12251&1.7 

ゐ 535335.4 530157.5 524726.6 5110・6.6 493J84.0 418643.2 462639.7 “ 1189. 。 437580.1 428328.5 

71 122652 砂令.& 1157 8147.6 l09225lHhO 10013984.2 889349�.9 8006715 , 1 70b4(‘ 7 匂 .8 6565667.2 '0斗0761.9 584902 é1.ヨ

81 '‘ 67υ9199.5 ‘ 7722023.'込 斗 8723820.6 ';0051380.7 48703997.3 斗67 ，.，4主 .5 ヰ 526592b..3 .35921.7.6 42'、 2'格 862 .9 41143.10.2 
91 2う 529632.5 18003.56.3 lまl610b9257040b..49込 9621231.2 9433404.1 78U992今 .1 77υ0793. 毎 75869&0.0 7506172.0 7.35029.3 

101 1392019.5 1242988.; '17l045.4 949261:1.3 ヲ ~U362.:3 8931~9. 7 866222.8 845467.9 82斗09'与 .8

11 1349013 , 5 1252752.7 1160320.5 108す 1 l4- 1.'. 115u877.2 1275.74.3 lJ .. n .3 1 叫 .2 !t.OQ28斗 .0 14'ら今360.6 1488684.4 

12 57..1 392..' 2b 1.5 l'‘ ..0 108.1 166.2 1n.7 223.5 Z毎6. ‘ 271.5 
131 783981.0 710022.5 ゐ。3319.1 581397.5 563571.5 5今 ù879.& ラ 2432'.9 ヨ 0.646.8 502.70.3 496766 ,4 
1411950488.2.2 19580748斗 .0 196669650.1 1915与斗O侮 5.6 393677879. ゐ l守030)691.'+ 18659508 時 .5 le .3 0 :;J ó 亀 82.5 180951517.9 17890 2047. 。

24&89 24b6~. 8 20.2'.0 2斗445.3 34329.1 '+0&63. b .'砂75'.5 78174.8 939恥 2.0 103805.2 

35 231128ó. ゐ 2270599.5 2230148. ゐ 218197 邑 .0 222οU /+". .3 23 .l;, 500.b 2365048.2 2 偽90d31192104..7 2 242'る193.~る 2斗斗3264.4

3� 81�dO.2 907371. 斗 9451~1.' 句 95ltU.' 9(HJ 7!).斗 ~ó す027.3 'ibS;Ol.4 979621.& 971三 19.7

37 4も .3ó87.3 47201b.7 4餞IJ.f:!'jJ.b 4.111593.9 4b979ij.� 44;24ヲ .7 偽記 3之 8 ヲ .1 ,+01843.3 38ヲ 145 ， & .3 76576 , 9 
381 145匂 196.7 1509513. 記 156720 4 • 3 167 与 b 7u.4 164ù(J9. 悼 l�u231.0 151877b.4 1 , 48353.4 15J匂7υ..9 15 主 123'.8

391 1900882偽 .9 18913521.9 18623712.5 1880 岨!:I 50. j 100υ5 記 5/.1 160 叫 303斗 .4 160ヲ斗 813.9 15Y16732.2 14811844.9 14381432.1 
今01 22215191.1 242615"13 , 7 2641d773.4 3007679.).11 >77< 1"侮 8.5 ノ 1235137.9 1950377匂 .0 179よゐ00..7 168232令3.9 1580ヲ588.0

UI 180ó629. ‘ 209�45 .1 2411100.2 27'}:>bël ヲ .8 252148.l.J 235~560.0 215:;17よ .0 196098υ.4 1834636.4 1113310.1 
。2 95790~3.8 9'7U170.9 95ó35 主 b.2 9~4:>531.') ヲ.， 1リ 2b.8 9':'45129.5 93b3ölJ. ヲ 92&54よ J. 目 9217064.7 .1斗 '96U.4

今31 1236U029. 7 13265282.4 142.39b5.ω 15bb:>う 18.6 12382946.2 'JB2J斗40. ー 1749831.2 6109293.4 5188763. 。 44U;11'+ ,6 
441 1l".8暗岨 .3 13009987. :; 148Ud61J.� 1 "/2 B31斗O. ) 1 '6':::J439. ヲ 186'.79υ.0 191203う 6 ， 8 1960112斗 .5 1993ð001 , 4 20281645.7 

::1 ;:也5803969022l3..454 
16116810.5 1584�1.!1.J 151ヲ斗611.4 13'29984. よ 116bム 91 自 .1 10記Oムb邑 2.6 8911561.7 8160553.5 7'み'6151.5
91049 1&1 ,4 .52003"11.1 9 '2 31n91. と 1J. 4041,)((j3. ë. f も ISBblll.ó 700叫 10斗0.4 bJ'fl6J91. J �0J9<9bO.. 512<0613.2 

41 2υ2718.5 205920.7 2υ9132.5 ど 1)201.' 2♀♀忌.5.5 ーよ 8088.8 2371 H. 7 24�506.8 25367侮 .2 261051.1 
481 374()t4t!1.5 37197043.0 J81 ，ヲ 4bð. ヨ J875J!>55.9 J98bB 記 ij9.1 斗 006565 '2 .9 斗 15&9162.2 430f800d.9 崎 4129567.8 45150570.6 

a‘9 品記 905.4 82875.3 827/9.9 U2620.0 02435.1 83359.3 81268.< 18960.'+ 11501.5 75930.1 

50 1>060.7 11110.1 9448. , 1793.2 当官 97.6 4斗8与 .7 3795.5 3213.0 2885.6 t:!!>92.4 
51 71295.1 66925.8 62828.2 う 7599. ‘ 448 記 9.0 346.f7.2 2b84). ,+ 20757.2 18542.8 16558.8 
52 2'‘♀ω2U.1 2405U8b. J 238920 ,+ .4 2378!>2u. う ど 4Ud ヲ66.5 245句 83J. 。 2 年 14080.5 24b':'161.3 2512161.3 2534421.2 
531 931‘ 04"70.0 93891018 ,1 9匂 678018.9 95'込7ヲ 366.1 96533U83.1 97327213.2 98今 53617.3 99'る38107.3 99129216.9 98183130.1 
5匂 181よよ.3.1 1717687.9 174之 l1H. � 1"OO~74.6 lbtl'+b斗4. ー lわ5匂U31.7 1b3&861. ij 1 (;, 1 "25 , 4 lbO~砂784.5 1591921.2 

55 .210491.7 6181013.1 6!O'+11゙. .3 60ラ"43.7 , 6791$1+1.1 5 毎17311.1 う 011385. 。 47骨0320.9 4591791.' 44斗6055.1. . . 
@627726-9102909ga0 .0 1 2山24h5370613330.J今 28'る 792495.9 2d432 斗 350.9 ;.'90.f2t!861.813101(1:>60�.1 31661 匂 729.1 323247494.1 326194935.7 330381'+04.1 
871 2610090.3 2b!>03flb.l 2 り 12791.3 2ijj 占 339.31 4�3063U.4 4'.:18170.8 4419447.2 偽 526833. ‘ 斗65 4046 ， 1
881 21329毎 .1 213957.8 2146)1.1 215309.9 23'/025.01 27]805.9 3033/4 , 7 336035.1 362312.3 39U67;.5 
891 5075510.2 53侮0722.2 56193b8.0 59895337B0725.6 9 619ヲaυ3.216'43676・‘ 。 9764.b6llD3.8 7030今59.4 7212682.7 7397878.8 
901 813365.2 879567.1 885・92.8 9υ。 282.61 9 3) 0;令。 35.1 9'6&31.6 969200 ・‘ 98主 681.3. . 

表 3 中間需要(物量または金額表示)その 2

•• 67 68 69 70 71 72 73 74 75 
11 2
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37035b9o5 a.8 234-υ"

。

a， ada-bDb7..5u 
434vuat， o9a7zz5.. ヲ

l 
4E ba,Uu3l4bO32F..b ー Zb4-A0L0403140JL.. 体

0 
Zb 3dヲム85FB8j9t..47 

Z633ヲl7oLtb9.7 ab3a9-05377l 5.6 2649698 , 6 26''J03ﾒ.6 
2υ.9 4d.8 8.4 39429輔 .5. 392889.1 

31 1312101.' 1377649. 。 1383212.9 1388793.1 lJ9 lる 389.5 1400001.9 140'630.. 3 1411274. う 141()93~‘ .2 14ど記 b09~4 I • b 798. 記 á841. 斗 688斗 .9 b9.l8.1 697 ~.. '} 1017.3 rυb2.1 1107.2 7152.7 7198.5 
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6 38475b.0 3d 記 23時 .4 3"'26.5 3172J2.2 .H47'1.4 )7 ♀ 2.斗.。 よlb9ω30.0 J613�9.3 36匂 961.8 3625偽1.5
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86 51818726 ,'+ bV.2I..d941J.J .3b2bll.'b2.2 36 切υ37734.; :h..",'t 7:.1 '+3J.é 369b957訪ゐ664+Z04υる ..b3 37246bLLJZ L F69.0 749υ4527.3 37746bl8伶b75b..3
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3799偽 2 5l0. ゐ
.7 5398 白 &'.3 会 433995.2 ~4oヤ 33J.0 5)04.110.2 55 骨Ub3b.j 561271♀ .3 5&49150.8 5685735 51 ♀ 25孟 4

‘・ 5
88 518505.5 ;1l765.1 525047.5 52&352.& 5.31b8ﾙ.b 5>5031.5 "届斗0 ， .4 541802. 今 5'‘5222 , 6 5偽..6'.9
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注. 1. 列のNo. は年次(昭和)を示す

2. 行のNo. は産業部門のNo. を示し，表 l における B分類の行部門No. に対応している.

3. 行No. のうち， 7 -11 , 13, 14, 39-46, 48 , 53, 86 , 87はそれぞれの部門に固有な物量単位によって数

値が表示されている(詳細は本文参照).それ以外の行は昭和何年価格による金額表示で，単位は 106円である.

また，一部の行はスペースの関係で表示を省略し，昭和75年に至る経過年次も一部を省略した.
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表 4 中間需要の比率(昭和初年の中間需要= 1. 0) その 1

今，. 偽6 • 偽 b “9 >U >1 >l ち ,. 
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表 4 中間需要の比率(昭和初年の中間需要= 1. 0) その 2
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注. 1. 列のNo. は年次(昭和)を示す.
2. 行のNo. は，産業部門のNo を示し，友 l における B分類の行部門No. に対応している.
3. この表の数値は，列のNo. で示される各年の中間需要を比率で、表わしたもので， 表 3 の数値から，昭和45
年= 1. 0 として算出した.
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X//BijO) によって計算されており，物量に換算

すると同時に，統一価格評価でないとし寸問題点

が解決されている.

さて，表 3 その 1 Vこもどり，行14 r輸入原油」

を見ょう.昭和初年の輸入原油の中間需要は 195百

万klであった.上述した意味で経済規模と産業構

造を昭和45年のままに固定して計算すると，中間

需要量は石油ショック以前は増加傾向を辿り昭和

信年に198百万kl となる.第 l 次石油ショック後は

代替変化乗数が l を下回るため中間需要量は減少

に転じ昭和50年には 190百万klになっている.昭和

51年以降昭和75年に至るまで，推計された投入係

数にもとづいて中間需要量を計算してあるが，表

3その2に見られるように，昭和75年における「輸

入原油j の中間需要量は 161百万klになっている.

表 4 は，表 3 において，昭和初年の列の値で他

の列を割ることにより指数化して作成したもので

ある.表 3 でとりあげた行14 r輸入原油」につい

て昭和75年の指数を見ると 0.823 であり，昭和初

年に比して輸入原油の中間需要量は17.7%節約さ

れている.表 3 および表 4 に関しては特定の行部

門についてのみ説明を試みたが，他の行部門の数

値の意味もまったく同じ性質のものであることは

論を侠たない.

したがって本稿で述べた方法によれば，各種の

エネルギーや他の主要な品目についてどの程度の

節約を意味する投入係数になっているかを計算し

つつ投入係数を予測することができる.また代替

変化乗数の外生的指定値を試行錯誤的に与えては

RECRAS モデ、ルによる計算を繰り返すことによ

り，省、エネルギー率等が期待する値と一致するよ

うな投入係数を予測計算で求めることができる.

.グラフを楽しむ.

円建も

3&4 (28) 

またまた同じ図を用いて今回は平面グラフを調べてみ

ました.平面グラフとは，平面上で辺を交わらさせずに

画けるグラフです.よく知られている平面グラフの必要

十分条件 (Kuratowski K5 あるし、

は K. ，. に準同型なグラフを含まな

いグラフは平面グラフ)を凶で表現

してみます.図中， Ka， s は A， K 5 ,5 

に準同型なグラフは B に， Ks ， s を

~含む最小辺のグラフは吋応しま
す.極大非平面グラフを捜してみま

しょう.

⑧⑧ 
max. planer 
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